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KW- 1062はMficromoNospora sagamieNsisに よ り

産 生 され る新 し い ア ミ ノ配 糖 体 系 抗 生 物 質 で あ る1～3)。

本 物質 に つ い て検 討 を加 え た 威績 を報 告 す る。

I. 抗 菌 力

諸 種 の病 巣 よ り 分 離 し たStaph. aureus 28株,

E. coli 31株, Klebsiella 23株, Proteus sp. 28株,

Pseudomonas aeruginosa 24株 のKW-1062に 対 す る

感 受 性 を,日 本 化学 療 法 学 会 標 準 法 に 則 っ と り,寒 天 平

板 希 釈 法 に よ り測 定 し,同 時 に 測 定 したGentamicin

(GM)に 対 す る 感 受 性 と比 較 した0な お,MICの 測 定

はTrypticase Soy Broth (Difco)1夜 培 表 原 液 接 種 と

そ の100倍 希 釈 液i接種 の 両 者 に つ い て測 定 した｡ま た,

標 準 菌 株 と して,Staph. aureus 209 Pお よびE. coli,

NIHJC 2に 対 す るKW-1062とGM のMICを 測 定 し

た 。

Table1に,臨 床 分 離 菌 のKW-1062お よ びGMに

対 す る感 受 性 分 布 を示 す0

前 培 養 原 液 接 種 時 の 感 受 性 は,Staph. aureusはKW -

1062に 対 し て3.12μg/ ml以 下,GMに 対 し て1.56

μg/ ml以 下,瓦coliはKw- 1062に 対 し て6.25μg/ ml

以 下,GMに 対 し て3.12μg/ ml以 下,Klebsiellaは

KW-1062に 対 して3.12μg/ ml以 下,GMに 対 して

1.56μg/ ml以 下,Proteus sp.はKW- 1062, GM双

方 に 対 して12.5μg/ ml以 下,Plseudomnas aeruginosa

はKw-1062に 対 して12.5μg/ ml以 下,GMに 対 し

て3.12μg/ml以 下 を 示 し た。 前 培 養 菌 液 を100倍 に 希

Table 1 Distribution of susceptibility of clinically isolated bacteria to 

KW-1062 and Gentamicin



2018 CHEMOTHERAPY SEPT. 1977

Table 2 Clinical results with KW-1062

Fig. 1 Comparison of antimicrobial activity 
of KW-1062 and Gentamicin against 
Staph. aureus

Inoculum size : original

Fig. 2 Comparison of antimicrobial activity 

of KW-1062 and Gentamicin against 
Staph. aureus

Inoculum size : 100•~dilution

Fig. 3 Comparison of antimicrobial activity 

of KW-1062 and Gentamicin against 
E. coli

Inoculum size : original

Fig. 4 Comparison of antimicrobial activity 
of KW-1062 and Gentamicin against 
E. coli

Inoculum size :100•~dilution



VOL. 25 NO. 7 CHEMOTHERAPY 2019

Fig. 5 Comparison of antimicrobial activity 
of KW-1062 and Gentamicin against 
Klebsiella

Inoculum size : original

Fig. 6 Comparison of antimicrobial activity 

of KW-1062 and Gentamicin against 
Klebsiella

Inoculum size : 100 Xdilution

Fig. 7 Comparison of antimicrobial activity 
of KW-1062 and Gentamicin against 
Proteus sp.

Inoculum size : original

Fig. 8 Comparison of antimicrobial activity 

of KW-1062 and Gentamicin against 
Proteus sp.

Inoculum size : 100 •~ dilution

Fig. 9 Comparison of antimicrobial activity 

of KW-1062 and Gentamicin against 
Pseudomonas aeruginosa

Inoculum size : original

Fig. 10 Comparison of antimicrobial activity 
of KW-1062 and Gentamicin against 
Pseudomonas aeruginosa

Inoculum size : 100 •~ dilution
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釈 して接種 した場 合,い ずれの菌種にお いても,原 液接

種時 に比 して低 いMICを 示す ことが,KW-1062に つ

い ても,GMに つ いても観 察されたが,そ の程度はわ ず

か である｡

なお,Staph. aureus 209 PのKW- 1062とGMに

対す る感 受性は,原 液接種時,100倍 希釈液接種 時いず

れ も,と もに0.1μg/ ml以 下を示 し,E. coli NIHJC 2

の感受 性は,原 液接 種時KW-1062に 対 して0.78μg/ ml,

GMに 対 して1.56μg/ mlを 示 し,100倍 希釈液接種時

は,KW-1062,GM双 方 に対 して0.39μg/ mlを 示 し

た。

同一菌株 のKW-1062お よびGMに 対す る感受性の

比較はFig.1～ Fig.10に 示 したとお りであ り,い ずれ の

菌種におい ても,約 半数 の菌株 はKW- 1062とGM に対

して,等 しいMICを 示 したが,KW- 1062よ りGMに

対 して,1段 階程度低 い濃度で発育阻止 され る菌 が,や

や多数認め られ た。

II. 臨 床 成 績

肺化膿症3例,慢 性気管支炎2例,膿 胸1例,敗 血 症

1例,計7例 にKW-1062を 投与 したo

Table2に 診 断名,合 併症 ・基礎疾患,起 炎菌, KW-

1062の1日 投与 量 と投与 日数,効 果 な らび に副作用 を

-括 表示 した0

KW-1062の 投与は1症 例5の1日80mg投 与時 のみ

は1日 量 を2回 に分けて12時 間 ご とに,他 はいずれ も

1日 量 を3回 に分けて8時 間 ご とに,そ れ ぞれ 筋注に よ

り投 与 した｡

治療 効果の判定は,臨 床症状 の改善 の程 度 と速 さに よ

り,著 効(〓),有 効(+),無 効(-)の3段 階に臨床効果

を半掟 する とともに,起 炎菌 の消失 の有無 によ り細菌学

的効果を判定 した。

なお,今 回KW-1062投 与 の対象 とした患者は,い ず

れ も高令者あ るいは基礎疾患 を有す る複 雑な感染症であ

る｡

以下,掴 々の症例につい て記載す る0

症例1 54歳,男,肺 癌 に合 併 した肺化膿症。約4カ

月前 よ り軽度の呼吸 困難が 出現,咳 漱 を訴え,40℃ 内

外の発熱が出没 していた0胸 部 レ線像で右全肺野 の無気

肺像を認め,肺 癌 の診断 を うけ入院,入 院後抗癌剤投与,

38～ 39℃ の弛張熱が持続 した0中 等 度の咳蹴を訴 える

も喀疾の喀 出な く,起 炎菌決定不能 のままClindamycin

の投与を3日 間行 な ったが無効の た め,KW- 10621回

40mgず つ,1日3回 の筋 注を開始 した0KW- 1062投

与開始3日 目頃 か ら徐 々に解熱傾向を示 し,7日 後 ごろ

か ら体温 は37℃ 内外に低下 し,呼 吸困難 も軽快 した。

2週 後 の胸部 レ線像で右上葉無気肺 の軽快が認 められ,

有効 と判定 した｡

症例2 82歳,男,陳 旧性肺結核に合併 した肺化膿症

(Fig.11)。 昭 和50年12月30日 頃 よ り感冒様症状あ り,

昭 和51年1月1日 よ り悪寒戦藻を伴ない高 熱 を 発 し,

次第に意識障害が現われ,近 医に肺炎 と診断 され入院し

た。入院後,補 液,酸 素吸入な どの一般的処置に よ り一

般 状態の改善をみたが,38℃ 内外 の弛 張 熱が持続 し,

胸部 レ線像で,右 上野に陳旧性結核病巣を認め ると共に,

左下野にび まん性 の濃厚 な陰影を認 めた。CER 1日6g

の筋注を行な ったが無効,さ らにABPC2gと MCIPC

2gの 経 口投与を行な ったが効 果が認め られなwいので,

KW-1062 1回40mgず つ,1日3回 の筋注 に変更 した。

KW-1062投 与 開始4日 目には体温は37℃ 以 下に低下

し,1週 後の胸部V線 像 で 陰 影 の減少が認め られた。

KW-1062投 与26日 後 も,な お赤沈値 の促進,CRP(〓)

が認め られたが,一 応KW-1062有 効 と判定 し,そ の投

与を中止 した。喀疾 の喀 出は終始 少量 に とどま ったが,

喀疾中起炎菌 と考え られたKlebsiellaはKW- 1062投

与後 も残存 した。

症例3 症例2と 同一症 例であ る。 第1回 目のKW-

1062投 与中止3週 間後,再 び38℃ 内外 の発熱 を来 たし

たため,再 度KW-10621回40mgず つ1日3回 の投

与を行 なった が,臨 床症状 はほ とん ど改善せず,無 効 と

判断 し,13月 間で投与 を中止 した。

症例455歳,男,肺 結核 混合感染(Fig.12)｡6～ 7

年来呼吸 困難 を訴 え,肺 気腫 の診断の下に治療 を うけて

い たが,約3カ 月前 よ り咳漱,膿 性疾,発 熱あ り,喀疾 中

結核菌塗抹陽 性,肺 結核の診 断の下に入院,SM, INH,

PASに よる抗結核化学療法を実施す るも38。℃ 内外の発

熱 が持続す るため,CEZ1日4g, SBPC 1日12g,

MPIPC 1日2gな どを投与 したが,い ずれ も無効,喀

疾 よりPlseudomonas aeruginosaを 分離 したためKW-

10621回80mgず つ,1日3回 の 投 与を開始 した。
き

KW-1062投 与4日 目頃 より解 熱傾向を示 し,10日 後に

は体 温は37℃ 内外に低下 した0左 上肺野に空洞を伴 っ

Fig. 11 Case 2, S. T. 82 y. o. M.

Lung abscess

Enlerococcus 
Klebsiella 
Enierobacter



VOL. 25 NO. 7 CHEMOTHERAPY 2021

たびまん性陰 影を示 した胸部v線 像 も,KW- 1062投 与

に より,空 洞周辺 のび まん性 陰 影 は か な り減少 した。

KW- 1062投 与20日 目頃 より再 び体 温の上昇を認めた

ため,KW- 1062と ともに,他 の抗結核 剤の投与 もすぺ

て中止 した ところ,数 日後 に発熱 は消失 した0な お,そ

の後SMの 再投与に よ り再び発熱 を 認 めたため,こ の

KW- 1062投 与後半の発熱はSMに よるdrug feverと

考え られ た。 また,本 症例では喀 疾 中のPsmdomonas

aeruginosaはKW- 1062投 与に よ り一時消失 したが,

投与中止後 間もな く再 出現 したため,細 菌学的無効,臨

床的 には有効 と判定 した。

症例5 73歳,男,慢 性気管支炎(Fig.13)。 約6年

前 より,膿 性喀疾,発 熱を反覆 し,治 療 を くり返 してい

た0主 としてHemophilusの 感染でABPC投 与に よ り

効果を収 めていたが,次 第にPlseudomonas aeruginosa

を喀疾 か ら分離す るよ うに な り,治 療 に抵 抗を示す よ う

にな った。今 回は1日50ml内 外 の膿性疾 を喀 出 し,喀

疾 か らKlebsiella, Pseudomonas aerugmosa, Proteus

mirabilisお よびEnterobacterを 分離 し,37.5～ 38℃

内外 の発熱を認 めるので,KW- 1062 1回40mgず つ1

日2回 の筋注を開始 した ところ,翌 日よ り解熱,喀 疾

量減少,Klebsiellaの 消失をみたので,U日 間で一時

KW-1062の 投与 を中止 した。 しか し喀疾中Pseudom-

onas aeruginosaは 残存 し,投 与中止7日 後に再 び膿性

疾 の増加,軽 度の発 熱を示 した。再度KW-1062, 40mg

ず つ1日3回 の筋 注を4日 間実施 し,再 び速やか に症状

の改善 をみ た。なお,喀 疾中のPseudomonas aeruginosa

は 消失 せ しめ得なか った0

症 例6 55歳,男,肺 癌に合併 した膿胸 。症例1と 同

一患者 であるが,症 例1に 記載のKW-1062投 与 中止約

7カ 月後,38℃ 内外 の発熱 を きた し,咳 漱著 明 とな り,

呼吸困難が 出現 し,膿 性胸水の貯留が認め られた。胸水

よ りStaph. aureusを 検出,ABPC, CEZな どの投与

が行 なわれ ていたが無効。KW-1062 1回40mgず つ1

言3回 の投与に変更 した｡KW-1062投 与7日 後にいた

って も全 く解熱傾 向 は認 め られ ず,他 の症状 も不変,

胸水中 のStaph. aureusも 消失せぬ ので,無 効 と判定

し,中 止 した。

症例7 41歳,女,敗 血 症(Fi移14)｡約4週 間 前 よ

り咽頭痛,37.5℃ 内外の発 熱が持続,次 第に体温上昇

し39～ 40℃ の発 熱が約2週 間持続 した。頸部,腋 窩,

項部 リンパ節腫大 ある他,理 学 的に著変を認めず,白 血

球数13,800,赤 沈1時 間値140mm, CRP (〓)を 示 し,

血液培養 は陰 性であ ったが臨床的 に 敗 血 症 を 疑 った。

CEZ 1日6g,3日 間投与す るも無効,KW-1062 40mg

ずつ1言3回 の筋注を開始 した処,翌 々日か ら解熱 し始

め,5日 後には37.3。 ℃ 内外に低下 した。 しか し,KW-

1062 1日120mg,13日 間投与 したが,体 温 は完全に正

常化 せず,赤 沈値 の回復 もわずかで あるので,KW- 1062

の投与量 を1回80mgず つ,1日3回 に増量 した。KW-

1062増 量1週 間後には体温は370℃ 以下に低下 し,リ ン

パ節腫 脹 も消失,赤 沈値 も好転 し,CRP(+)と 改善 を

みた。 なお,本 症例はKW-1062投 与量を1日240 mg

に増量 した1週 後頃 よ り軽度 の難聴を訴 え,聴 力検査 で

2,000Hz域 の難聴 を認 めたが,KW-1062投 与 中止後,

徐 々に この難聴 は消失 した。 また投与中BUNが21 mg/

d1と 軽度 の上 昇を示 した が,投 与中止 約1カ 月後 の成

績では16mg/ dlと 正常値 に復 していた｡

以上,KW-1062を 投与 した7症 例の臨床効果 は,著

Fig. 12 Case 4, Y. I. 55 y. o. M. Pulmonary 

TBC, with mixed infection

Fig. 13 Case 5, F. A. 73 y. o. M. Chronic 

bronchitis

Fig. 14 Case 7, Y. K. 41 y. o. F. Sepsis, D. M.
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効1例,有 効4例,無 効2例 であ る。

副作用 として,症 例7に おい て前述 の ように-過 性 の

軽度 の難聴 とBUNの 上昇が認 め られた以外,何 らの副

作用 は認 め られなか った。

KW-1060投 与前後 の臨 床検査成績はTable3に 示 し

た とお りであ る0症 例1に お いて赤血 球数お よび血 色素

量 の減 少が認め られた のは,基 礎疾患 な らびにそれに対

して投与 された抗癌剤 の影響 と考 え られ,ま た同一患者

である症例6に おいて,投 与後BUNの 上昇,尿 蛋 白の

出現 が認め られた のは輸血に起 因する もの と考 えられ,

いずれ もKW-1062投 与 との関連 は うすい と考 えられ

る0

III. 考 察

KW-1062は 本邦において新 し く発見 され た,GMと

ほぼ同様 の抗菌 スペ ク トラム と抗菌 力を示す ア ミノ配 糖

系抗生物質で,動 物で の安全 性試 験におい て,そ の毒性

はGMよ り少ない ことが特長 とされ てい る。

今回測定 した臨床分離菌 に対す るKW-1062とGM の

抗菌力 の比較に おいても,KW-1062の 抗菌 力はGMと

ほぼ 同程度 あるいはわずかに弱い成績 で あ り,Staph.

aureus, E. coli, Klebsiella, Proteus sp., Pseudomonas

aeruginosaは,す べ てKW-1062の12.5μg/ ml以 下

で発 育が阻 止され,し か もこれ らの菌 の ほぼ70%は

1.56μg/ ml以 下 の感受性を示 した。

6例 の呼吸器 感染症,1例 の敗血症にKW-1062を 投

与 し,治 療効果 と副作用の検討を行な った が,う ち6例

は肺癌,重 症の肺結核,糖 尿病 などの基礎疾患 を有 し,

他 の症 例 も高令で,い ずれ も治療効果 を挙 げる ことがか

な り困難 な症例であ ると考え られたに もかかわ らず,著

効1例,有 効4例,無 効2例 と,比 較的す ぐれた臨床効

果 を収 める ことがで きた。 しか しなが ら,細 菌学的 効果

を み ると,本 剤の抗菌力が前述 のよ うにす ぐれてい るの

に反 して,無 効例が多数を占めた。

今回KW-1062を 投与 した症例 は,こ の よ うに比較的

治療に 困難 を感 じる症例が多 く,し たが って,KW- 1062

の投与量 も1日120mgあ るいは240mgと,比 較的大

量 の投与 を実施 したが,と くに重篤 な副作用 は認め られ

なか った。 しか しなが ら,薫 日120mg12.5日 間投与

後,1日240mgに 増 量 した ところ,1週 間後に難聴を

訴 えた症例があ るので,本 剤が ア ミノ配糖体系抗生物質

であ る点,今 後 とも,そ の投与に際 しては,腎 障害 とと

もに第孤脳神経障害に留意す るこ とが必要で あろ う0

IV. ま と め

新 しい ア ミノ配糖体系抗生物質,KW-1062に ついて

検 討を行ない,以 下 の成績 を得 た。

1) 臨床分離 のStaph. aureus, E. coli, Klebsiella,

Proteus sp., Pseudomonas aeruginosaは,す べ て

KW-1062の12.5μg/ ml以 下 で,ま た,そ の うち約

70%は,1.56μg/ ml以 下で発育が阻止 され る。 この

KW-1062の 抗菌力はGMと ほぼ 同等,あ るいは,わ

ずかに劣 る成績で ある。

2) 6例 の呼吸器感染症,1例 の敗 血症にKW- 1062,

1日80～ 240mg (6～ 35日 間)の 投与を行ない,敗 血症

は著効,呼 吸器感染症 では有効4例,無 効2例 の成績を

得た。1日240mg投 与 の1例 に,一 過 性の難聴 と軽度

のBUN上 昇 を認めた以外,副 作 用 は認め られなか っ

た｡
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BASIC AND CLINICAL STUDIES ON KW-1062

FUMIO MIKI, TOMOKAZU ASAI, MICHIHIDE KAWAI 

KENJI KUBO, TADAYUKI TERADA, 

KENJI TAKAMATSU and MASAKAZU, KONO

The First Department of Internal Medicine, Osaka City University, Medical School 

(Director : Prof. KENZO SHIODA)

From basic and clinical studies on KW-1062, the following results were obtained. 

1) Antibacterial activity of KW-1062 against various clinically isolated organisms, such as Staph-

ylococcus aureus, E. coli, Klebsiella, Proteus sp. and Pseudomonas aeruginosa was tested. 

The M. I. C. s of KW-1062 were almost distributed at less than 12. 5 ƒÊg/ml and those of 70% of 

organisms were less than 1. 56 ƒÊg/ml. 

Antibacterial activity of KW-1062 was found to be similar to that of gentamicin or less than that 

of gentamicin. 

2) KW-1062 were administered at a daily dose of 80 to 240 mg (6•`35 days) to 7 patients compris-

ing 6 cases of respiratory tract infections and one case of sepsis. 

Excellent response was observed in one with sepsis and good effect was obtained in 4 oat of 6 

patients with respiratory tract infections. 

Transient hearing impairment and slight elevation of BUN were observed in one patient who was 

given a daily dose of 240 mg. No other side effects were encountered.


